
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

建築環境工学分野 新明加奈子 

関東学院大学 大沢記念建築設備工学研究所  

建築・環境棟（5 号館）における ZEB 化への取り組み 

１．研究概要 
2014 年 6 月に竣工した関東学院大学建築・環境棟（5 号館）は、2013 年に創設された建築・環境学部の教育・

研究の拠点となる施設であり、各種環境共生技術が採り入れられている。同建物は、建物そのものが環境設備の

教育・研究教材としても活用されており、建築・環境学部の学生と教員とで実測・検証を重ね、ZEB 化を目指し

た取り組みを行っている。 

5 号館外観（南面）* 5 号館外観（北面）* 

（２）建築・環境棟における環境教育に関する研究 

5号館概要 

構造･規模  
RC造、SRC造、S造 
地上5階、塔屋1階 

面積等 
建築面積：846.34m2 
延床面積：3,750.24m2 
最高高さ：23.53m 

各階構成 

1階：ホール、学生ラウンジ 
2階：会議室、メディアラボ 
3階：学部フォーラム、書庫、 

会議室、スタジオ 
4階：研究室、学生演習室 
5階：製図室、スタジオ 

 建築・環境棟の環境共生技術 

２．研究テーマ 

（１）関東学院大学建築・環境棟における環境技術性能評価 
竣工から継続して建築・環境

棟で消費される電力・ガス使

用量や太陽光発電による創エ

ネルギー量の実態を分析・検

証している。 0
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削減率
52.7%

削減率
57.2%

合計 569 合計 515

年間一次エネルギー消費量と参照値の比較 

※一次エネルギー消費量換算係数 電力：9.76MJ/kWh ガス：45MJ/Nm3 

太陽光発電による創エネルギー量で消費を賄った分も消費量と見なしている 

建築・環境棟に採り入れられている環境共生

技術は、その多くが目に見えるように設置さ

れており、建物自体を学習教材とした環境教

育が実践されている。個々の環境共生技術に

ついてはその利用方法に関する環境教育が必

要である。継続的に行うことができる環境教

育推進プログラムを作成するために、アンケ

ート調査を行い、検討している。 

アンケート質問内容 
環境共生技術 質問内容 

1)ダブルスキン 

Q4 夏期：ｾﾊﾟﾚｰﾀ開放､南･西のDSを連結しその上部を開放する 
Q5 夏期：全熱交換器の排出先とし､DS換気量向上及び温度上昇の抑制効果がある 
Q6 中間期：3･5階では室内へ取り込む外気を西面DSの排煙窓を換気経路とする 
Q7 中間期：4階では室内へ取り込む外気を室入口上部の欄間から階段上部へ排出する 
Q8 冬期：DS内温度の上昇により暖房負荷を低減する 
Q9 1階ホールで西面DS内の暖気を回収している 

2)水平ルーバー 
Q10 南面に設置され､可動式で日射遮蔽機能を有する 
Q11 角度調整により､温度抑制や昼光利用に使用する 

3)垂直ルーバー Q12 北面に設置され､西日の遮蔽に使用する 
4)雨水トイレ Q13 雨水を雑用水として再利用している 
5)緑化 Q14 日射遮蔽や室内温度抑制効果がある 
6)人感ｾﾝｻｰ付 

LED照明
Q15 人の動きを感知し点灯､一定時間経過後に消灯するため､省エネ効果がある 

7)BEMS Q16 電力消費量､太陽光発電電力量等を監視している 
8)ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ Q17 冬期は空調機の暖気を循環､夏期は利用者が涼感を得られる 

9)放射パネル 
Q18 1階ラウンジに設置され､地中熱を利用している 
Q19 3階スタジオに設置され､垂直パネルを併用し緩やかな下降気流を誘発する 

10)ｸｰﾙ/ﾋｰﾄﾁｭｰﾌﾞ Q20 建物下に400Φの塩ビ管を埋設しており､熱交換した外気は各階トイレへ供給される 
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アンケート調査結果 

アンケート調査概要 
調査対象 建築･環境学部 3年生 

調査日 
①2016/12/13 
②2016/12/21 

調査方法 
直接配布､ 
無記名自記式 

質問 
項目数 

本人属性：3(共通) 
 
環境共生技術に関す

る〇×問題 
調査日①：14 
調査日②：17 

回答者数 
調査日①31 名 
調査日② 7 名 

有効 
回答率 

100% 

ダブルスキン外部 

アウタースキン 

階段室上部スウィンドウ 

・4 階の研究室・学生演習室の室内温度を測定したところ、

冷暖房を使用していない中間期の室内温度は、概ね 20～
26℃程度の範囲に入ることが分かった。建物西側ではダブ

ルスキン外部のアウタースキンを開けることによる自然

換気の効果、建物東側では南面可動水平ルーバーによる日

射遮蔽及び廊下に面した欄間の開放・階段室上部のスウィ

ンドウによる自然換気の効果が考えられる。 
・年間一次エネルギー消費量は、参照値と比較して 2015 年

が 52.7％、2016 年が 57.2％の削減率を示し、創エネルギ

ーを考慮した削減率は 2015 年が 56.9％、2016 年が 63.8％
となり、ZEB Ready レベルでの運用が示された。 

・一次エネルギー消費量を月毎に分

析した結果、商用電力、都市ガス、

創エネルギーを利用した消費の

うち、商用電力が最も高くなり、

一次エネルギー消費量全体は冷

暖房が必要な期間に高くなる傾

向を示した。 
・2015 年 10 月から自然換気利用

の推進を始めており、建築・環境

学部の学生と教員が省エネルギ

ー行動を実践していることから、

空調・換気電力量の削減効果が見

られたと考えられる。 

注：1 日測定における 9:00～18:00 の平均値（2015 年 11 月～2016 年 11 月） 

*撮影：鳥村鋼一 


